
 

県立横浜栄高等学校  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

①学習指導要領の
目標に照らした
より良い教育課
程を編成する。 

②「自ら未来を切
り拓く人材」の
育成に向けた継
続的で一貫した
意識付け・動機
付けを実践す
る。 

①学習指導要領の
円滑な実施を目
指し、単位制の
特色を活かした
履修指導を行
う。 

②１人１台端末な
ど ICT 機器の活
用によるプログ
ラミング教育の
充実を通じて，
生徒の論理的思
考力の育成を図
る。 

①希望進路の実現
に向け、３年間
の見通しをもっ
た履修計画を立
てさせる。 

 
②研修、研究授業
の充実を図り、
全ての教科でプ
ログラミング教
育の推進に取り
組む。 

①履修計画作成に
あたって、履修
指導は適切に行
われたか。 

 
 
②十分な研修、研
究授業は行われ
たか。生徒にプ
ログラミング的
思考を身に付け
させることがで
きたか。 

２ 生徒指導・支援 

①様々な生徒の状
況を把握し、
個々に対応した
支援体制を構築
する。 

②学校行事等を通
じて生徒が主体
的に取り組む態
度を育む。 

①生徒個々の状況
を把握して、組
織的に個別支援
できる体制を充
実させる。 

②生徒主体で学校
行事を企画・立
案・実施できる
よう支援する。 

①SC・SSW と連携
するなど組織と
して生徒を支援
する。 

 
②学校行事の委員
会を中心に指
導・運営する。 

①情報共有や連携
を図り、協力し
て課題への対応
及び支援ができ
たか。 

②生徒主体で学校
行事等を運営で
きたか。 

３ 進路指導・支援 

〇自らの進路を主
体的に切り開い
ていくため個に
応じたキャリア
観を育成し、進
路指導の充実を
図る。 

〇３年間を見通し
たキャリア計画
を立て、生徒が
自ら進路選択で
きるようなキャ
リア観を育成す
るとともに生徒
の進路実現をめ
ざす。 

〇各年次の目標と
計画を検討し、
適切な時期に講
演会をはじめと
するガイダンス
および外部模試
を実施してい
く。 

〇各年次で適切に
講演会やガイダ
ンスを実施し、
生徒がおおむね
満足できたか。 

４ 地域等との協働 

〇生徒の社会参画
の意欲向上に努
め、地域等との
連携・協働によ
る教育活動の充
実を図る。 

〇学校行事等を通
じて、生徒と保
護者・地域住民
との交流を深め
る。 

〇地域等との連携
を深め、事前学
習を行って社会
と関わりあうこ
との大切さと、
社会に貢献する
態度を育成す
る。 

〇学校行事等を通
じて、学校と地
域住民との連携
を高めることが
できたか。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①教育環境を整備
し、より快適な
学校づくりを進
める。 

②職員の働き方改
革を実現する学
校管理体制を追
求する。 

①ICT 機器を有効
に活用できる教
育機器を整備す
る。 

②業務の効率化を
進め、タイムマ
ネジメント意識
の醸成を図る。 

①ICT 機器が有機
的に連携できる
環境を考慮しつ
つ整備する。 

②ICT 機器の利活
用などにより文
書作成などの効
率化を図り、効
果的な情報共有
の定着に努め
る。 

①ICT 機器が有機
的に連携し、活
用できる環境が
整備できたか。 

②事務作業の軽減
が図られ、自己
研鑽や教材研究
に向けたゆとり
が得られたか。  

 


